
１．完全失業率：５．９％（平成28年４月）⇒ 前年同月比0.9ポイント悪化

平成28年１月から、３カ月連続で４％台を記録
平成27年度平均は4.8％で、前年度より0.8ポイント改善

２．就業者数：６６８千人（平成28年４月）⇒前年同月と同数
平成28年２月（684千人）は過去最高

３．有効求人倍率：０．９４倍（平成28年４月）⇒ 前月比0.02ポイント上昇、復帰後最高

平成27年度平均は0.87倍で、前年度より0.14ポイント上昇、３年連続で復帰後の最高値を更新

４．新規求人数：９，３９３人（平成28年４月）⇒ 前年同月比2.3％（213人）増

７カ月連続の増加

５．入域観光客数：６８万１,５００人（平成28年４月）⇒ ４月の過去最高を更新
43カ月連続で前年同月を上回る。各月の過去最高を30カ月連続で更新
平成27年度入域観光客数は、前年度比10.7％増の793万6,300人（３年連続で過去最高）
（うち外国人観光客は、前年度比69.4％増の167万300人（過去最高）
平成26年度観光収入は、前年度比19.3％増の5,341億7,200万円（２年連続で過去最高）

６．企業の景況感：平成28年１月～３月の県内企業景況感は｢＋46｣（日銀短観）
調査開始（1974年）以降、３期連続で過去最高、16期連続のプラス

平成２４年度以降の県経済は良好な状態が継続

最近の沖縄経済の概況 資料３


	スライド番号 1

